
 

 

 

2022 年 11 月 17日 

株式会社アスコエパートナーズ 

 

GDX Times Presents”Passeggiata con KITANO!  ～コエとコエを紡ぐ～” 

「シリーズ第 3回 群馬県の新・総合計画と STEAM の目指す未来」ウェビナーを開催します 

 

株式会社アスコエパートナーズ（所在地：東京都港区 代表取締役社長：安井 秀行 ）は、当社が運営する

GDX TIMES の企画として、”Passeggiata con KITANO! ～コエとコエを紡ぐ～” シリーズ：デジタルと学び

をつなぐ を配信いたします。第 3 回は、「デジタルと学びをつなぐ その 3 ～群馬県の新・総合計画と STEAM

の目指す未来～」と題して、2022 年 11 月 24 日(木)に、群馬県副知事 宇留賀 敬一 氏と、株式会社 steAm 代表

取締役社長 中島 さち子 氏、当社北野 菜穂が対談するウェビナーを開催いたします。   

お申し込みフォーム ⇒ https://asukoe-20221124.peatix.com 

 

  

 

 

 

 

 

 

【シリーズ テーマの背景】 

デジタル化が進む教育現場。「学校教育という枠にとらわれない人間の成長における「学び」とは？」 

という私たち全ての人びとの原点に関する問いについて、デジタル環境と人間の脳の成長過程への影響や、探

究する心の育成という視点から、未来を創る学習に関わっている専門の方々のコエを聞き、より多くの皆さん

に伝えたいと考えています。 

『”Passeggiata con KITANO! ～コエとコエを紡ぐ～”  シリーズ デジタルと学びをつなぐ』 は、株式会社

アスコエパートナーズ取締役 北野菜穂がテーマに沿って、教育デジタル化業界の最前線の方々と対談してい

くシリーズとして、順次インタビュー記事をお届けします。第 3 回目は、ウェビナーイベントも同時開催とな

ります。 



 

 

 

 

 

【イベント概要】 

 

◆日 時 ：2022/11/24(木)  16：30～17：30 

◆開催形式：Zoom Webinar によるオンライン開催  

◆登壇者 ：群馬県副知事 宇留賀 敬一 氏 

     株式会社 steAm 代表取締役社長 中島 さち子 氏 

◆ファシリテート：株式会社アスコエパートナーズ 取締役 北野 菜穂 

◆参加費 ：無料（事前申込制） 

◆主 催 ：株式会社アスコエパートナーズ 

◆協 力 ：八芳園 

 

 

【登壇者プロフィール】 

宇留賀 敬一 氏 

2003 年経済産業省。IT を活用した政府機関の業務効率化、IT を活用した地方創生、製造業を中心とした産業

群における IoT 活用、IT を活用した分散型エネルギーシステムなど、IT によるイノベーションの実現に一貫し

て携わる。2007 年からは、日本国内で社会問題化した年金記録問題に対して、厚生労働大臣の補佐役として、

IT 技術をベースとした解決策の企画立案を主導した。また、SXSW 2019 における The New Japan Islands プ

ロジェクトの統括プロデューサーを務めた。現在は、全国最年少の副知事として、世界の課題先進圏といえる

日本の地域から、持続可能で世界に誇る地域経済の実現を目指している。 

 

 

中島 さち子 氏 

音楽家・数学研究者・STEAM 教育者。 

（株）steAm 代表取締役、（一社）steAmBAND 代表理事、大阪・関西万博テーマ事業プロデューサー、内閣

府 STEM Girls Ambassador、東京大学大学院数理科学研究科特任研究員。国際数学オリンピック金メダリス

ト。音楽数学教育と共にアート＆テクノロジーの研究も進める。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

ホスト 北野 菜穂 

株式会社アスコエパートナーズ 取締役 

早稲田大学大学院博士課程にて社会システム理論研究。中国、米国、イタリア大学院留学。 

技術と人間社会の融合における、システム理論について学位取得。 

仏系外資企業、eLearning ベンチャー、Robotics ベンチャー創業を経て、アスコエパートナーズ社に 2017 年よ

り参画。新しい公共創出に向けた、行政×デジタルトランスフォーメーション新規事業企画を中心に、国省庁お

よび地方自治体との、デジタルガバメント推進事業、スマートシティ関連事業、海外政府機関連携事業を統括

している。 

 

 

【お問い合わせ先】 

株式会社アスコエパートナーズ 広報 

E-mail : pr@asukoe.co.jp  


